
  
 

 
 

 
 

映
画
鑑
賞
団
体
全
国
連
絡
会
議
・
規
約 

  
 

総 

則 
 

 
こ
の
会
は
、
映
画
を
愛
好
し
、
日
本 

 
 

 
 

 

全
国
映
画
の
仲
間
学
習
交
流
集 

 
 

第
八
条 

こ
の
会
の
財
政
は
、
会
費
そ 

 

映
画
が
す
ぐ
れ
た
文
化
・
芸
術
と
し
て 

 
 

 
 

 

会
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
な
ど 

 
 

 
 

 

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
賄
い
ま 

 

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
ね
が
っ
て
活
動 

 
 

 
 

 

の
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
。
会
費
の
額
は
運
営
委
員
会 

 

す
る
映
画
鑑
賞
団
体
の
全
国
連
絡
組
織 

 
 

 
 

三
、
ベ
ス
ト
テ
ン
の
選
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
決
定
し
、
総
会
の
承
認
を
う 

 

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
、
機
関
紙
そ
の
他
の
出
版
物
の 

 
 

 
 

 

け
ま
す
。 

 
 

こ
の
会
は
、
よ
い
映
画
を
安
く
、
自 

 
 

 
 

 

発
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
だ
し
、
映
画
大
学
、
全
国 

 

由
に
鑑
賞
し
た
い
と
い
う
映
画
愛
好
者 

 
 

 
 

五
、
そ
の
他
必
要
な
活
動 
 

 
 

 
 

 
 

 

映
画
の
仲
間
学
習
交
流
集
会

                        
 

 

の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
団
体
間
の 

 
 

第
四
条 

こ
の
会
は
、
次
の
機
関
を
お 

 
 

 
 

 

（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
は
、
特 

 

共
同
を
つ
よ
め
、
映
画
を
見
る
よ
ろ
こ 

 
 

 
 

 

き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
財
政
と
し
ま
す
。 

 

び
を
よ
り
多
く
の
人
の
も
の
に
す
る
た 

 
 

 
 

一
、
総
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
九
条 

こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
一 

 

め
に
連
帯
を
ふ
か
め
る
こ
と
を
目
的
と 

 
 

 
 

 
 

総
会
は
会
の
決
議
機
関
で
年 

 
 

 
 

 

月
よ
り
十
二
月
ま
で
と
し
、
会 

 

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
諸
分
野
の
映 

 
 

 
 

 

一
回
加
盟
組
織
の
代
表
に
よ
っ 

 
 

 
 

 

計
報
告
は
会
計
監
査
の
承
認
を 

 

画
人
、
映
画
団
体
、
そ
の
他
の
友
誼
団 

 
 

 
 

 

て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
運
営 

 
 

 
 

 

得
て
総
会
で
行
な
い
ま
す
。 

 

体
と
協
力
関
係
を
ひ
ろ
め
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き 

 
 

第
十
条 

規
約
の
改
廃
は
、
総
会
で
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
臨
時
に
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き 

 
 

 
 

 

な
わ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
す
。 

 

第
一
条 

こ
の
会
は
、
映
画
鑑
賞
団
体 

 
 

 
 
二
、
運
営
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

付 

則 

こ
の
規
約
は
一
九
九
三
年
四 

 
 

 
 

全
国
連
絡
会
議
（
略
称
『
全
国 

 
 

 
 

 
 

運
営
委
員
会
は
第
五
条
一
～ 

 
 

 
 

 

月
四
日
か
ら
改
正
実
施
し
ま
す
。 

 
 

 
 

映
連
』）
と
い
い
、
事
務
所
を 

 
 

 
 

 
四
項
の
役
員
で
構
成
し
総
会
の 

 
 

 
 

京
都
に
お
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

決
定
に
も
と
づ
き
、
会
の
日
常 

 

第
二
条 

こ
の
会
は
、
会
規
約
に
賛
同 

 
 

 
 

 

運
営
に
あ
た
り
ま
す
。 

 
 

 
 

し
、
会
費
を
納
入
し
た
加
盟
組 

 
 

第
五
条 

こ
の
会
は
、
つ
ぎ
の
役
員
を 

 
 

 
 

織
に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
。
加 

 
 

 
 

 

お
き
、
総
会
で
選
出
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

一
九
九
三
年
四
月
現
在
の
会 

 
 

 
 

盟
に
は
運
営
委
員
会
の
承
認
が 

 
 

 
 

一
、
代
表
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

費
は
月
額
一
〇
〇
〇
円
、
年
度 

 
 

 
 

必
要
で
す
。
一
年
以
上
会
費
が 

 
 

 
 

二
、
運
営
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

分
ま
と
め
て
納
入
し
ま
す
。 

 
 

 
 

納
入
さ
れ
な
い
場
合
に
は
退
会 

 
 

 
 

三
、
事
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

四
、
事
務
局
次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
条 

こ
の
会
は
、
『
総
則
』
の
目 

 
 

 
 

五
、
会
計
監
査 

 
 

 
 

的
を
達
成
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の 

 
 

第
六
条 

こ
の
会
は
、
運
営
委
員
会
の 

 
 

 
 

事
業
を
行
な
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

必
要
に
お
う
じ
て
顧
問
を
委
嘱 

 
 

 

一
、
優
秀
映
画
の
選
奨
と
鑑
賞
・ 

 
 

 
 

 

し
ま
す
。 

 
 

 
 

普
及
活
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
七
条 

事
務
局
は
、
運
営
委
員
会
の 

 
 

 

二
、
全
国
的
、
地
域
的
な
学
習
・ 

 
 

 
 

 

決
定
に
し
た
が
い
、
そ
の
日
常 

 
 

 
 

交
流
の
場
と
し
て
、
映
画
大
学 

 
 

 
 

 

業
務
を
担
当
し
ま
す
。 


